
様式１

富山大学

数理・ データ サイ エンス・ AI  教育プログラ ム［ レベル３ （ 工学部） ］

改訂版モデルカ リ キュ ラ ム( 2024年2月22日改訂)

学部・ 学科単位のプログラ ム

工学部

令和７ 年度より 、 履修するこ と が任意のプログラ ムと し て実施（ 修了要件を構成する必修科目を含むが、 プログラ ム自体の履修は任意）

必修7科目13単位（ データ サイ エンスⅠ、 データ サイ エンスⅡ、 プロ グラ ミ ン グ基
礎／知能情報、 工学倫理／知能情報、 情報倫理、 アルゴリ ズムと データ 構造、 人
工知能） に加えてプロ グラ ムの科目から 1科目（ 1単位以上） を 修得する こ と 。 な
お、 選択必修科目10科目から 1科目を選択する こ と と し 、 こ れら はいずれも 応用基
礎コ アの「 AI ・ DS実践」 （ 演習やPBL等の実践の場を通じ た学習体験） に対応する
科目であるため、 どの修了パタ ーンにおいても 「 AI ・ DS実践」 を必ず学修する。

⑦プログラ ム構成科目

必要最低科目数・ 単位数 8 科目

14 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 Ａ Ｉ ・ DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9 数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイ エン ス
応用基礎

データ
エン ジニアリ ン グ

応用基礎
その他

データ サイ エンスⅠ 2 ○ ○ ○

データ サイ エンスⅡ 2 ○

プログラ ミ ング基礎／知能情報 2 ○

工学倫理／知能情報 1 ○ ○ ○ ○ ○

情報倫理 2 ○ ○ ○

アルゴリ ズムと データ 構造 2 ○ ○

人工知能 2 ○ ○ ○

創造も のづく り ／知能情報 2 ○ ○ ○

知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジネス応用） 　 生成AI 基礎と ビジネス応用 2 ○ ○ ○ ○

知能情報工学実験A 2 ○ ○

知能情報工学実験B 2 ○ ○

知能情報工学実験C 2 ○ ○

プログラ ミ ング実習A 2 ○ ○

プログラ ミ ング実習B 2 ○ ○

知能情報工学研修第1 1 ○

知能情報工学研修第2 1 ○

創造工学入門ゼミ ナール／知能情報 2 ○
線形代数Ⅰ（ Ａ ） 　 線形代数Ⅰ/知能情報 2 ○
微分積分Ⅱ 2 ○
離散数学 2 ○ ○
デジタ ル信号処理 2 ○
画像処理工学 2 ○ ○ ○ ○
パタ ーン認識 2 ○ ○ ○ ○
機械学習 2 ○ ○ ○ ○ ○
情報ネッ ト ワーク 2 ○ ○ ○ ○
線形代数演習 2 ○ ○
音情報学 2 ○ ○
自然言語処理 2 ○ ○ ○
プログラ ミ ング応用Ｂ 2 ○ ○
フ ーリ エ解析 2 ○ ○
データ ベース論 2 ○ ○ ○
情報理論 2 ○ ○
オブジェ ク ト 指向 2 ○ ○ ○
知的システム 2 ○ ○
電子回路Ⅰ 2 ○
電子回路Ⅱ 2 ○
数値解析 2 ○ ○
組込みシステム 2 ○ ○
通信システム 2 ○ ○
生体情報処理 2 ○ ○
ヒ ュ ーマンコ ンピュ ータ イ ンタ ラ ク ショ ン 2 ○ ○
微分積分Ⅰ（ Ａ ） 2 ○ ○
線形代数Ⅱ 2 ○ ○
情報セキュ リ ティ 2 ○ ○
論理回路 2 ○
脳情報工学 2 ○

数理・ データ サイ エン ス・ AI 教育プロ グラ ム認定制度【 応用基礎レ ベル】 令和８ 年度申請用

大学等名

プログラ ム名

適用モデルカ リ キュ ラ ム

応用基礎レ ベルのプロ グラ ムを 構成する 授業科目について

① 申請単位

② 既認定プログラ ムと の関係

③ 教育プログラ ムの修了要件

④ 対象と なる学部・ 学科名称

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし
もイコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

⑤ プログラ ム履修必須の有無

⑥ 修了要件

モデルカ リ キュ ラ ム対応状況

Ⅰ Ⅱ

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセッ ト のキーワード

1-6

・ 代表値（ 平均値、 中央値、 最頻値） 、 分散、 標準偏差「 データ サイ エンスⅠ」
「 パタ ーン認識」  ・ 相関係数、 相関関係と 因果関係「 パタ ーン認識」  ・ 確率分
布、 正規分布「 データ サイ エンスⅠ」 「 離散数学」  ・ ベク ト ルと 行列、 ベク ト ル
の演算、 内積、 行列の演算「 線形代数Ⅰ/知能情報」 「 パタ ーン認識」  ・ 関数の
傾き と 微分の関係、 積分と 面積の関係「 微分積分Ⅱ」  ・ １ 変数関数の微分法、 積
分法「 微分積分Ⅱ」  ・ ベイ ズの定理、 点推定と 区間推定、 帰無仮説と 対立仮説、
固有値と 固有ベク ト ル「 データ サイ エンスⅠ」 「 機械学習」 「 パタ ーン認識」  ・
新規追加科目： 「 線形代数演習」 、 「 フ ーリ エ解析」 、 「 数値解析」

1-7

・ アルゴリ ズムの表現（ フ ローチャ ート ）  ・ 並び替え（ ソ ート ） 、 探索（ サー
チ）  ・ ソ ート アルゴリ ズム、 バブルソ ート 、 選択ソ ート 、 挿入ソ ート  ・ 探索ア
ルゴリ ズム、 リ スト 探索、 木探索 「 アルゴリ ズムと データ 構造」  ・ 新規追加科
目： 「 オブジェ ク ト 指向」

2-2

・ コ ンピュ ータ で扱う データ （ 数値、 文章、 画像、 音声、 動画など） 「 画像処理
工学」  ・ 構造化データ 、 非構造化データ 「 アルゴリ ズムと データ 構造」  ・ 情報
量の単位、 二進数、 文字コ ード 「 論理回路」  ・ 配列、 木構造、 グラ フ 「 アルゴリ
ズムと データ 構造」  ・ 画像の符号化、 画素、 色の3要素「 画像処理工学」  ・ 音声
の符号化、 周波数、 標本化、 量子化「 デジタ ル信号処理」  ・ 新規追加科目： 「 情
報理論」 、 「 通信システム」 、 「 電子回路Ⅰ」 、 「 電子回路Ⅱ」

2-7

・ 文字型、 整数型、 浮動小数点型 ・ 変数、 代入、 四則演算、 論理演算 ・ 関数、
引数、 戻り 値 ・ 順次、 分岐、 反復の構造を持つプログラ ムの作成 「 プログラ ミ
ング基礎／知能情報」  ・ 新規追加科目： 「 プログラ ミ ング応用Ｂ 」

1-1

・ データ 駆動型社会、 Soci et y 5. 0「 情報ネッ ト ワーク 」  ・ データ サイ エンス活
用事例「 離散数学」 「 データ サイ エンスⅠ」  ・ データ を活用し た新し いビジネス
モデル「 離散数学」

1-2

・ データ 分析の進め方、 仮説検証サイ ク ル「 データ サイ エンスⅡ」  ・ 分析目的の
設定「 機械学習」 「 データ サイ エンスⅠ・ Ⅱ」  ・ 様々なデータ 分析手法（ 回帰、
分類、 ク ラ スタ リ ングなど） 「 機械学習」 「 データ サイ エンスⅠ・ Ⅱ」  ・ データ
可視化手法「 データ サイ エンスⅠ・ Ⅱ」  ・ データ の収集、 加工、 分割／統合「 機
械学習」 「 データ サイ エンスⅡ」

2-1

・ I CTの進展、 ビッ グデータ 「 機械学習」 「 情報ネッ ト ワーク 」  ・ ビッ グデータ
の収集と 蓄積、 ク ラ ウド サービス「 工学倫理／知能情報」  ・ ビッ グデータ 活用事
例「 機械学習」  ・ 新規追加科目： 「 データ ベース論」 、 「 組込みシステム」

3-1

・ AI の歴史、 推論、 探索、 ト イ プロブレム、 エキスパート システム「 人工知能」
・ 汎用AI ／特化型AI （ 強いAI ／弱いAI ） 「 人工知能」  ・ フ レーム問題、 シンボル
グラ ウンディ ング問題「 人工知能」  ・ 人間の知的活動と AI 技術「 人工知能」 「 自
然言語処理」  ・ AI 技術の活用領域の広がり 「 人工知能」 「 画像処理工学」  ・ 新
規追加科目： 「 知的システム」

3-2

・ プラ イ バシー保護、 個人情報の取り 扱い「 情報倫理」

3-3

・ 実世界で進む機械学習の応用と 発展「 機械学習」 「 人工知能」  ・ 機械学習、 教
師あり 学習、 教師なし 学習、 強化学習「 機械学習」 「 人工知能」 「 パタ ーン認
識」  ・ 学習データ と 検証データ 「 機械学習」 「 パタ ーン認識」  ・ 過学習、 バイ
アス「 機械学習」 「 パタ ーン認識」  ・ ホールド アウト 法、 交差検証法「 機械学
習」 「 パタ ーン認識」  ・ 新規追加科目： 「 生体情報処理」 、 「 脳情報工学」

3-4

・ ニュ ーラ ルネッ ト ワーク の原理「 機械学習」 「 パタ ーン認識」  ・ 実世界で進む
深層学習の応用と 革新「 画像処理工学」 「 音情報学」 「 工学倫理／知能情報」  ・
畳み込みニュ ーラ ルネッ ト ワーク （ CNN） 「 機械学習」 「 画像処理工学」  ・
ディ ープニュ ーラ ルネッ ト ワーク （ DNN） 「 機械学習」 「 パタ ーン認識」  ・ 深層
学習と 線形代数／微分積分と の関係性「 パタ ーン認識」  ・ 新規追加科目： 「 自然
言語処理」 、 「 ヒ ュ ーマンコ ンピュ ータ イ ンタ ラ ク ショ ン」

3-5

・ AI 社会実装「 工学倫理／知能情報」 、 「 知能情報工学特論（ 生成AI ） 　 生成AI
基礎と ビジネス応用」 、 「 情報倫理」  ・ 生成AI の基礎、 大規模言語モデル、 プロ
ンプト エンジニアリ ング、 ハルシネーショ ン、 生成AI の倫理・ 著作権・ 社会的影
響「 知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジネス応用） 」  ・ AI 開発倫理、 AI ガバナ
ンス「 工学倫理／知能情報」 、 「 情報倫理」

3-10

・ 実践・ PBL「 創造も のづく り ／知能情報」 、 「 知能情報工学実験A」 、 「 知能情
報工学実験B」 、 「 知能情報工学実験C」 、 「 プログラ ミ ング実習A」 、 「 プログラ
ミ ング実習B」  ・ AI 実装、 AI モデル開発、 PoC、 品質保証、 AI 運用・ 保守「 創造も
のづく り ／知能情報」 、 「 知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジネス応用） 」  ・
機械学習プロセス、 機械学習基盤「 知能情報工学実験B」 、 「 知能情報工学実験
C」  ・ データ ・ AI 活用のためのI Tイ ンフ ラ 、 セキュ リ ティ 「 情報セキュ リ
ティ 」 、 「 情報ネッ ト ワーク 」

Ⅰ

線形代数演習（ 1〜15回目） 、 プログラ ミ ング実習A（ 1〜15回目） 、 プログラ ミ ン
グ実習B（ 1〜15回目） 、 知能情報工学実験A（ 1〜15回目） 、 知能情報工学実験B
（ 1〜15回目） 、 知能情報工学実験C（ 1〜15回目）  ・ データ 駆動アプローチ、
PPDACサイ ク ル、 仮説検証「 知能情報工学実験A」 、 「 知能情報工学実験B」  ・
データ 取得・ 蓄積・ 加工・ 可視化、 データ 構造操作「 プログラ ミ ング実習A」 、
「 プログラ ミ ング実習B」  ・ 行列演算、 ベク ト ル空間、 線形変換の数値的理解
「 線形代数演習」  ・ 実験データ の計測・ 解析・ 考察、 レポート 作成「 知能情報工
学実験A」 、 「 知能情報工学実験B」 、 「 知能情報工学実験C」

Ⅱ

創造工学入門ゼミ ナール／知能情報（ 1〜15回目） 、 創造も のづく り ／知能情報
（ 1〜30回目） 、 人工知能（ 1〜15回目） 、 知能情報工学研修第2（ 1〜15回目） 、
知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジネス応用） 生成AI 基礎と ビジネス応用（ 1〜
15回目）  ・ 課題解決型学習（ PBL） 、 データ ・ AI 活用企画・ 実施・ 評価、 産業界
連携・ 社会実装「 創造工学入門ゼミ ナール／知能情報」 、 「 創造も のづく り ／知
能情報」  ・ AI アルゴリ ズム実装、 AI 問題解決「 人工知能」  ・ 卒業研究に向けた
問題設定・ 課題解決・ 成果発表「 知能情報工学研修第2」  ・ 生成AI のビジネス実
践応用、 AI 開発プロセス「 知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジネス応用） 」

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかか
わる課題の解決に活用できる人
材」に関する理解や認識の向上に
資する実践の場を通じた学習体験
を行う学修項目群。応用基礎コア
のなかでも特に重要な学修項目群
であり、「データエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成される。

授業に含まれている内容・要素



⑦プログラ ムの学修成果（ 学生等が身に付けら れる能力等）

本プログラ ムにより 、 超スマート 社会をリ ード する知能・ 情報を修得し 、 問題点
を解決し 、 新たな概念、 サービス事業を創造する技術者・ 研究者に必要な、 数
理・ データ サイ エンス・ Ａ Ｉ を活用し て実践的な課題を解決するための能力を身
につけるこ と ができ る。  全学の数理・ データ サイ エンス・ Ａ Ｉ のリ テラ シーレベ
ル認定済みの教育プログラ ムに加え、 さ ら に情報学で補完的・ 発展的に学び、 応
用基礎を多面的かつ実践的に修得する。 取得可能な資格等は、 情報処理技術者、
基本情報技術者、 応用情報技術者である。 さ ら に、 微分積分Ⅰ（ Ａ ） 、 線形代数
Ⅱ、 線形代数演習、 音情報学、 自然言語処理、 プログラ ミ ング応用Ｂ 、 フ ーリ エ
解析、 データ ベース論、 情報理論、 情報セキュ リ ティ 、 オブジェ ク ト 指向、 知的
システム、 電子回路Ⅰ・ Ⅱ、 数値解析、 組込みシステム、 通信システム、 生体情
報処理、 ヒ ュ ーマンコ ンピュ ータ イ ンタ ラ ク ショ ン、 脳情報工学等の選択科目を
通じ て、 数理・ データ サイ エンス・ Ａ Ｉ の応用基礎を多面的かつ実践的に修得す
る。



様式２

①プログラ ム開設年度 令和4 年度（ 和暦）

②履修者・ 修了者の実績（ 「 学生数」 「 入学定員」 「 収容定員」 は令和７ 年５ 月１ 日時点で記載）

う ち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

工学部 1,383 295 395 1,584 412 51 409 61 381 53 395 374 373 2,344 148%

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

合　 計 1,383 295 395 1,584 412 51 409 61 381 53 395 374 373 2,344 148%

応用基礎レ ベルのプログラ ムの履修者数等の実績について

学部名称
学生数 入学

定員
収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 履修者数
合計 履修率
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①

(常勤） 876 人
（ 非常勤） 304 人

②

24 人

③

（ 責任者名） 廣林　 茂樹

（ 役職名） 教授

④

（ 名称） データ サイ エンス推進センタ ー会議

⑤

（ 名称） データ サイ エンス推進センタ ー規則

⑥

⑦

教育の質・ 履修者数を 向上さ せるための体制・ 計画について

全学の教員数

プログラ ムの授業を教えている教員数（ 令和７ 年度）

プログラ ムの運営責任者

プログラ ムを改善・ 進化さ せるための体制（ 委員会・ 組織等）

プログラ ムを改善・ 進化さ せるための体制を定める規則名称

体制の目的
本プロ グラ ムは、 データ 駆動型社会及び超スマート 社会における 専門人材育成を 目的
と し 、 工学部の専門教育科目と し て開講する 数理・ データ サイ エン ス・ AI 関連科目群
によ り 、 工学部の学生を 対象に体系的な教育を 展開する 。 本学工学部は1学科制（ 工
学科） であり 、 本プロ グラ ムの対象科目は工学部の学生が所属コ ースを 問わず履修可
能であっ て、 現状の主たる 履修者は知能情報工学コ ースの学生（ 3年生120名規模） で
ある 。 本学はComput at i onal Mat hemat i csの設計思想に基づき 、 MATLAB Campus-Wi de
Li censeによ り 全教員・ 全学生に個人所有端末へのイ ン スト ールを 含めた自由な利用
環境を 提供し 、 時間・ 場所の制約を 受ける こ と なく 数理モデルの実装と 大規模データ
によ る 数値シミ ュ レ ーショ ン を 反復可能と する 統一計算環境を 実現する 。 データ サイ
エン ス推進セン タ ーを 中核と する 運営体制によ り 、 客員教授（ 実務家教員） を 主担当
と し て、 産業界14社協賛によ る 公開コ ン テスト 、 AWS Japan（ Amazon Web Ser vi ces日
本法人） 提供のグロ ーバル水準の生成AI 正規科目、 産業界4名・ 大学教員2名によ る 共
同事務局運営など、 教育・ 運営・ キャ リ ア接続の三層全体について継続的改善を 実施
する。

具体的な構成員

データ サイ エンス推進センタ ー長、 工学部知能情報工学コ ース教員、 客
員教授（ 実務家教員） 、 工学部事務担当者等で構成さ れる。 プログラ ム
運営における 産業界の関与と し て、 創造も のづく り I oT・ AI コ ン テスト
事務局（ 事務局長： 本学客員教授、 副事務局長： 協賛企業代表取締役、
広報・ 総務・ 会計： 協賛企業役職員3名、 監査： 本学教授） の6名体制を
整備し 、 産業界4名・ 大学教員2名による共同運営を 制度化し ている。 本
体制は2022年認定後の自己点検・ 評価結果を 踏まえ、 生成AI 科目の導入
および産業界連携の拡張等を 通じ て段階的に高度化し ている。 特に通年
必修PBL科目「 創造も のづく り ／知能情報」 を 中核と し て、 課題設定か
ら 実装・ 評価までの教育プロセスを体系的に統合し ている。



⑧

令和７ 年度履修率 148%

令和８ 年度予定 100%

令和９ 年度予定 100%

令和10年度予定 100%

令和11年度予定 100%

⑨

⑩

履修者数・ 履修率の向上に向けた計画 

具体的な計画

本プログラ ムは平成30（ 2018） 年度開設以来、 工学部の専門教育科目と
し て開講さ れ、 1学科制のも と 工学部の学生が所属コ ースを 問わず履修
可能な形で実施し ている。 現状の主たる履修者である知能情報工学コ ー
スの学生（ 年間120名規模） においては、 必修科目と 選択科目の体系的
配置によ り 高い履修率を 継続的に維持し ている 。 令和7年度実績ではコ
ンテスト 協賛14社によるルーブリ ッ ク 評価で中核能力R3=4. 17、 R4=4. 24
と 産業界水準を 達成。 令和8年度は協賛企業を 30社規模（ 特別協賛10
社・ 一般協賛20社） に拡大、 Step 1-4の年間4ステッ プ（ 7月交流会、 10
〜12月月1回リ モート 技術支援、 1月予備審査、 2月本大会） によ る 構造
的伴走を制度化する。

学部・ 学科に関係なく 希望する学生全員が受講可能と なるよう な必要な体制・ 取組

本プロ グラ ムの対象科目は工学部の専門教育科目と し て開講さ れ、 1学
科制（ 工学科） のも と 、 工学部の学生は所属コ ースを 問わず履修登録が
可能である。 履修にあたり 特別な手続き は不要であり 、 通常の履修登録
によ り 全工学部生が受講でき る 体制を 整えている 。 中核と なる PBL科目
を はじ め各対象科目について 、 客員教授（ 実務家教員） ・ 補助教員2
名・ TA4名によ る 多層的支援体制を 整備し 、 他コ ースの学生に対し ても
コ ンテスト 参加機会を 開放し ている。 今後、 対象科目の他コ ースへの周
知を強化し 、 工学部全体での履修機会の一層の拡大を図る。

でき る限り 多く の学生が履修でき るよう な具体的な周知方法・ 取組

工 学 部 ・ 知 能 情 報 工 学 コ ー ス 公 式 Web サ イ ト （ ht t p: //i i e. eng. u-
t oyama. ac. j p/i i / ） で の 公 開 、 シ ラ バ ス シ ス テ ム
（ ht t p: //syl l abus. adm. u-t oyama. ac. j p/syl l abus/） によ る 全科目情報
公開、 入学時ガイ ダンス・ 科目履修オリ エンテーショ ンでの説明、 学内
合同企業説明会（ 年2回、 令和8年度は5月9日・ 10月10日開催、 計61社参
加） での産業界と の接続周知などを 通じ て、 学生に対するプログラ ム履
修の重要性を周知し ている。



⑪

⑫

通年必修PBL科目「 創造も のづく り ／知能情報」 では、 客員教授（ 実務
家教員） ・ 補助教員2名・ TA4名による多層支援体制で、 授業時間内外を
通じ て学習指導・ 質問対応を 実施。 Step 1-4の年間4ステッ プ（ 7月交流
会、 10〜12月月1回リ モート 技術支援、 1月予備審査、 2月本大会） を 通
じ て 、 特別協賛企業実務家がチームご と の技術指導を 実施する 。 LMS
（ Lear ni ng Management Syst em） の活用によ り 、 学生は授業時間外も 質
問・ 教材閲覧が可能な環境を整備し ている。

でき る限り 多く の学生が履修・ 修得でき るよう なサポート 体制

客員教授（ I T企業I oTソ リ ュ ーショ ン 事業責任者） を 主担当と し て、 補
助教員2名・ TA4名による多層的支援体制を 整備。 特別協賛企業実務家に
よ る 月1回リ モート 技術支援（ 10〜12月） を 制度化し 、 応用基礎レ ベル
教育における産業界から の継続的関与を 実現。 計算基盤と し て、 本学は
MATLAB Campus-Wi de Li censeにより 全教員・ 全学生に個人所有端末への
イ ンスト ールを 含めた自由な利用環境を 提供し 、 時間・ 場所の制約を受
ける こ と なく 数理モデルの実装と 大規模データ によ る 数値シミ ュ レ ー
ショ ンを 反復可能と する 統一計算環境を 実現。 Comput at i onal Thi nki ng
の並行養成を 全学規模で支援する 。 AWS Japan（ Amazon Web Ser vi ces日
本法人） 提供の生成AI 正規科目「 知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビジ
ネス応用） 」 （ 2単位） によ り 、 グロ ーバル水準のク ラ ウド ・ AI 教育コ
ンテンツを応用基礎レベル正規科目と し て直接導入し ている。

授業時間内外で学習指導、 質問を受け付ける具体的な仕組み
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① データ サイ エンス推進センタ ー会議

唐渡　 広志

データ サイ エン ス推進セン タ ー長

② 自己点検・ 評価体制における意見等

自己点検・ 評価体制における意見・ 結果・ 改善に向けた取組等

プログラ ムの履修・ 修得状況

データ サイ エン ス推進セン タ ー会議において、 毎年度プロ グラ ム履修・ 修得
状況の分析を 実施。 工学部知能情報工学コ ース3年生（ 年間120名規模） の履
修率は平成30（ 2018） 年度の開設以来100％を 継続維持し ており 、 令和7年度
のルーブリ ッ ク 評価（ R1-R6の6観点5段階） では中核能力R3=4. 17、 R4=4. 24と
産業界水準を 達成し た。 コ ンテスト 協賛14社による 5項目評価（ 創造性・ 社会
的必要性・ 実現性・ 発表スタ イ ル・ ビ ジネス性） と 組み合わせてプ ロ グラ ム
全体の修得状況を 定量検証し ている。

学修成果

本プロ グラ ムは、 数理を 計算可能な形に再構築する Comput at i onal Mat hemat i csの設
計思想に基づき 、 全教員・ 全学生にMATLAB Campus-Wi de Li censeが付与さ れる 統一
計算環境のも と 、 数理モ デルの即時実装と 反復シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を 通じ て 理論と
Comput at i onal Thi nki ngを 並行養成する 学修プ ロ セスを 日常的に実現し て いる 。 通
年必修PBL科目「 創造も のづく り ／知能情報」 では、 24チーム編成によ り I oT・ AI 実
装から DXビ ジネスモデル構築ま でを 一気通貫で体験さ せ、 各学生のスキル修得を 学
修ポート フ ォ リ オと し て可視化。 AWS Japan（ Amazon Web Ser vi ces日本法人） 提供
の「 知能情報工学特論（ 生成AI 基礎と ビ ジネス応用） 」 （ 2単位、 15回） によ り 生成
AI の基礎・ 倫理・ ビ ジネス応用を グロ ーバル水準のク ラ ウド ・ AI 企業の教育コ ン テ
ン ツ と し て正規科目で学修し 、 大規模言語モデル基盤の高次元統計・ 行列演算を 計
算論的ア プ ロ ーチ で 扱う 。 コ ン テ ス ト で の第三者評価（ 企業審査員含む） を 通じ
て、 産業界水準の到達度を 客観的に検証する 仕組みを 構築し ている 。 特に、 通年PBL
「 創造も のづく り 」 、 AWS提供生成AI 科目、 産業界評価を 一体化し た教育体系によ
り 、 評価→改善サイ ク ルを 運用面まで統合し ている 。

学生アンケート 等を 通じ た学
生の内容の理解度

本プロ グラ ム履修者全員に対し て、 各授業科目で学生アン ケート を 実施し 、
内容の理解度・ 授業方法の効果について定量的に把握し ている 。 データ サイ
エン ス推進セン タ ー会議で結果を 集約・ 分析し 、 講義内容・ 実施方法の改善
に活用する。

学生アンケート 等を 通じ た後
輩等他の学生への推奨度

学生アン ケート において、 本プロ グラ ムの後輩学生・ 他学生への推奨度を 把
握し ている 。 また、 コ ン テスト 成果物・ 受講感想を 公開する こ と で、 後輩学
生・ 他コ ース学生に対する プロ グラ ムの内容と 意義を 発信する 仕組みを 整備
し ている。

全学的な履修者数、 履修率向
上に向けた計画の達成・ 進捗
状況

本プログラ ムは工学部の専門教育科目と し て開講さ れ、 1学科制のも と 工学部
の学生が所属コ ースを 問わず履修可能な形で、 平成30（ 2018） 年度の開設以
来実施し ている 。 現状の主たる 履修者である 知能情報工学コ ースの学生（ 年
間120名規模） においては高い履修率を 継続維持し ており 、 令和8年度以降も
同水準の維持を 計画する 。 あわせて、 対象科目の他コ ースへの周知強化によ
り 工学部全体での履修者数の拡大を 図る 。 コ ン テ スト 協賛企業の30社規模へ
の拡大及びSt ep 1-4の年間4ステッ プによる構造的伴走の制度化によ り 、 教育
内容の継続的高度化を 推進する。

学内から の視点

自己点検・ 評価について

プロ グラ ムの自己点検・ 評価を 行う 体制

（ 責任者名）

（ 役職名）

自己点検・ 評価の視点



自己点検・ 評価体制における意見・ 結果・ 改善に向けた取組等自己点検・ 評価の視点

学外から の視点

教育プログラ ム修了者の進
路、 活躍状況、 企業等の評価

本プログラ ム修了生は、 知能情報工学コ ースの就職実績と し て、 年2回（ 令和
8年度は5月9日・ 10月10日） 開催さ れる 学内合同企業説明会（ 令和8年5月9日
実績で は計61社参加： 株式会社キオク シ ア 、 株式会社不二越、 株式会社東
芝、 株式会社SCREENホールディ ン グス、 TOPPAN株式会社、 ルネサスエレ ク ト
ロ ニク ス株式会社等の東証プラ イ ム上場企業を 含む全国・ 北陸地域企業） を
通じ て、 コ ン テスト 協賛14社から の直接的な採用接続を 含む産業界各分野へ
輩出さ れている。

産業界から の視点を 含めた教
育プログラ ム内容・ 手法等へ
の意見

コ ン テスト 協賛14社（ 特別協賛7社： FCLコ ン ポーネン ト 、 オプ サス、 神田通
信機、 ク レ スコ 、 ネク スト ゲート 、 不二越、 北電情報システムサービ ス、 一
般協賛7社） から の5項目評価（ 創造性・ 社会的必要性・ 実現性・ 発表スタ イ
ル・ ビ ジネス性） 及び共同事務局運営の中で産業界4名・ 大学教員2名の事務
局メ ン バーから 直接得ら れる 意見を 、 毎年プ ロ グラ ム改善サイ ク ルに統合し
て いる 。 学内合同企業説明会61社から のフ ィ ード バッ ク も 合わせて 活用す
る。

工学部の専門教育と し て、 「 超スマート 社会を リ ード する 知能・ 情報を 修得
し 、 問題点を 解決し 、 新たな 概念、 サービ ス 事業を 創造する 技術者・ 研究
者」 を 養成する こ と を 目的と する 。 通年PBL科目「 創造も のづく り ／知能情
報」 を 通じ て I oT・ AI 実装→DXビジネスモデル構築→賞金35万円の公開コ ン
テスト までを 一気通貫で体験さ せる 構造と し ている 。 こ れによ り 学生が学習
成果を 社会的価値創造に直結さ せる実感を 持つこ と ができ る。

AWS Japan（ Amazon Web Services日本法人） 提供の「 知能情報工学特論（ 生
成AI基礎と ビジネス応用） 」 （ 2単位、 15回） の正規科目化、 客員教授（ 実務
家教員） による通年指導、 特別協賛企業実務家によ る月1回リ モート 技術支援
等、 グロ ーバル水準・ 産業界水準の教育コ ン テン ツ と 指導体制を 継続的に取
り 入れ、 技術発展に対応する 。 さ ら に、 Computational Mathematicsの設計思想
に基づく 統一計算環境（ 全教員・ 全学生MATLAB Campus-Wide License） によ
り 、 数理を 計算機上で実行可能な形に再構築し 、 理論を シミ ュ レ ーショ ン で
可視化する こ と で「 分かり やすさ 」 を 担保する 。 学生アン ケート 結果を 毎年
改善ロ グと し て翌年度カ リ キュ ラ ムへ反映する 評価→改善サイ ク ルを 運用面
まで実装し ている。

数理・ データ サイ エンス・ Ａ Ｉ を
「 学ぶ楽し さ 」 「 学ぶこ と の意義」
を 理解さ せるこ と

内容・ 水準を 維持・ 向上し つつ、 よ
り 「 分かり やすい」 授業と するこ と

※社会の変化や生成AI 等の技術の発
展を 踏まえて教育内容を 継続的に見
直すなど、 より 教育効果の高まる授
業内容・ 方法と するための取組や仕
組みについても 該当があれば記載
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数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度 プラス申請書 

 
申請単位 応用基礎レベル（学部・学科単位） 
大学等名 富山大学 
対象学部・学科等 工学部 
プログラム名 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム［レベル３（工学部）］ 

 
① 教育の高度化 

本プログラムは、本学リテラシーレベル「プラス」（令和 3 年度選定済）を

基盤とし、工学部の専門教育として、所属コースを問わず履修可能な選択プ

ログラムとして実施。主たる履修者であるコース学生（120 名規模）に対し

ては、修了要件として必修 7 科目 13 単位を含み、通年 PBL「創造ものづく

り／知能情報」（2 単位）＋AWS 提供「知能情報工学特論（生成 AI 基礎とビ

ジネス応用）」（2 単位）の三本柱で構成する。 
１．客員教授（実務家教員）主導の通年 PBL 科目 
通年PBL「創造ものづくり／知能情報」は、IT企業 IoTソリューション事

業責任者を本職とする客員教授（実務家教員）が補助教員 2 名・TA4 名と協

働で通年指導する。年間カリキュラムは IoT／AI 実装→DX ビジネスモデル

構築→公開コンテストまでを一気通貫する設計である。 
２．AWS（Amazon Web Services）提供による生成 AI 正規科目 
「知能情報工学特論」は AWS Japan（Amazon Web Services 日本法人）

の提供により、グローバルに展開される生成 AI の基礎・倫理・ビジネス応

用を世界水準のクラウド・AI 企業の教育コンテンツとして正規科目で開講し

ており、応用基礎レベル教育における稀有な独自体制である。 
３．学修成果の可視化と評価→改善ループ 
共通ルーブリック（R1 課題設定・R2 データ・R3 分析・R4 実装・R5 検

証・R6 発表の 6 観点 5 段階）により学生個人の修得能力を学修ポートフォリ

オとして可視化し、令和 7 年度実績では R1=3.56、R2=4.06、R3=4.17、
R4=4.24、R5=3.67、R6=3.85 と、中核能力（R3・R4）の産業界水準到達を

定量検証した。さらに、協賛 14社の 5項目評価と修了生・就職先企業アンケ

ートを毎年改善ログとして翌年度カリキュラムへ反映する評価→改善サイク

ルを運用面まで実装している。 
４．Computational Mathematics 基盤と AI 研究者養成への接続 
本プログラムは数理を計算機上で実行可能な形に再構築する

Computational Mathematics の設計思想に基づく。本学は MATLAB 
Campus-Wide Licenseにより、全教員・全学生に個人所有端末を含む自由な

利用環境を提供し、時間・場所の制約なく数理モデルの実装と大規模データ

の数値シミュレーションを反復可能な統一計算環境を実現。これにより理論

と Computational Thinking を並行養成する。生成 AI も大規模言語モデル基



様式５ 

盤の高次元統計・行列演算を計算論的に扱い、AI 研究者養成への構造的橋渡

しを実現。本学リテラシーレベル「プラス」（令和 3 年度選定済）との接続に

より、リテラシー→応用基礎→エキスパートの連続的な数理・AI 能力育成路

を構造化し、理論と計算が分断されない一体的学修プロセスを日常化してい

る。 
 
② 人材の輩出 

１．輩出する人材像と取得資格 
輩出人材像は「超スマート社会をリードする知能・情報を修得し、問題点

を解決し、新たな概念、サービス事業を創造する技術者・研究者」。取得目

標資格は、情報処理技術者・基本情報技術者・応用情報技術者の 3 資格であ

る。 
２．日本成長戦略 17 戦略分野を支える専門人材育成 
本プログラムは、日本成長戦略本部設定の 17 戦略分野のうち、①AI・半

導体、⑥デジタル・サイバーセキュリティ、⑯情報通信の 3 分野を支える専

門人材育成に直接寄与する。具体的には、①AI・半導体については知能情報

工学実験 B（FMCW ミリ波レーダ信号処理）・実験 C（マイコン制御・

ResNet18 深層学習・組込みシステム）による半導体・AI 実装能力を、⑥デ

ジタル・サイバーセキュリティについては情報セキュリティ・情報倫理・工

学倫理／知能情報によるサイバーセキュリティ素養を、⑯情報通信について

は情報ネットワーク・通信システム・LPWA／GPS・IoT 技術（創造ものづ

くり）による情報通信人材を、それぞれ必修科目で構造的に育成する。 
３．産業界水準での到達度の客観的検証（令和 7 年度実績） 

14 社の協賛企業を含む公開コンテスト「創造ものづくり IoT・AI コンテス

ト」（令和 8 年 1 月、18 チーム、賞金総額 35 万円）における共通ルーブリッ

ク観点別平均は R3=4.17、R4=4.24 と、実装・分析の中核能力が産業界水準

で達成されたことを企業審査員を含む第三者評価で定量検証した。 
４．履修者数増加・多層支援体制 
通年 PBL 科目（24 チーム編成）を中核に、主たる履修者であるコース学

生（120 名規模）の高い履修率を継続維持。令和 8 年度は協賛企業を 30 社規

模（特別協賛 10 社・一般協賛 20 社）に拡大し、Step 1-4 の年間 4 ステップ

（7 月交流会、10〜12 月月 1 回リモート技術支援、1 月予備審査、2 月本大

会）による構造的伴走を制度化する。客員教授（実務家教員）・補助教員 2
名・TA4 名・特別協賛企業実務家による多層的支援体制を整備している。 

③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等） 

１．産業界連携の三層構造 
本プログラムの産業界連携は、（A）教育内連携：客員教授通年指導＋

AWS 提供生成 AI 正規科目＋14 社協賛コンテスト、（B）共同運営：産業界 4
名・大学教員 2名の事務局運営、（C）キャリア接続：61社規模の合同企業説

明会の三層から成る継続運用システムである。 
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（A）令和 7 年度実績では、特別協賛 7 社（FCL コンポーネント、オプサ

ス、神田通信機、クレスコ、ネクストゲート、不二越、北電情報システムサ

ービス）及び一般協賛 7 社（アドバンプレス、ケーブルテレビ富山、立山科

学、中部テレコミュニケーションズ、豊田自動織機 IT ソリューションズ、豆

蔵、ユーコム）の計 14 社が、年間 4 ステップで構造的に学生指導に関与し

た。 
（B）事務局長（本学客員教授）・副事務局長（協賛企業代表取締役）・広

報・総務・会計（協賛企業役職員 3 名）・監査（本学教授）の 6 名で構成し、

産学連携を「協力関係」ではなく「共同運営」レベルで制度化している。協

賛金は(i)講義内部材調達・実験充実・企業冠賞副賞、(ii)コンテスト運営、

(iii)残金の本学への寄付による次世代教育環境整備の三層で運用方針を明文

化している。 
（C）知能情報工学コース主催の学内合同企業説明会を年 2 回（令和 8 年

度は 5 月 9 日・10 月 10 日）開催し、令和 8 年 5 月 9 日実績では計 61 社（キ

オクシア、不二越、東芝、SCREEN ホールディングス、TOPPAN、ルネサ

スエレクトロニクス等の東証プライム上場企業を含む全国・北陸地域企業）

が参加、対象は学部 1〜4 年生及び修士 1 年生の全学年。コンテスト協賛 14
社の多くが合同企業説明会にも継続参加し、「コンテストでの企業評価→説

明会での企業理解→採用接続」の三段階キャリア・パイプラインを構造化し

ている。 
２．海外（グローバル）連携：AWS 連携 

AWS Japan（Amazon Web Services 日本法人）との教育プログラム提供

連携により、グローバル水準のクラウド・AI 教育コンテンツを応用基礎レベ

ル正規科目（2単位、15回）として直接導入。世界最大級のクラウドAIプラ

ットフォーム企業のグローバル教育プログラムを応用基礎レベル正規科目に

組み込んだ稀有な海外連携体制である。 
３．エキスパート橋渡し・教育波及・継続運用 
「AI 戦略 2019」で位置づけられたエキスパートレベルへの橋渡しとし

て、通年 PBL→卒業研究→大学院修士課程進学による継続的キャリア形成を

支援。合同企業説明会対象に修士 1 年生を含めることで、学部・修士課程を

貫く構造的キャリア接続を実現。対象科目は工学部全体に開かれ、他コース

学生による履修機会も制度的に確保。北陸ブロックの他大学・高専及び地域

高校への取組発信基盤を整備し、成果物・評価・改善・連携・運用の各証跡

を定型様式で年度毎に整理・継続蓄積し、再現可能な形で発信する。本プロ

グラムは平成 30（2018）年度開設以来、令和 8年度で第 8年次を迎える継続

運用プログラムであり、毎年度 300〜400 名規模の修了者を継続輩出（主た

る履修者であるコース学生で高い履修率を維持）。令和 9 年度第 3 回コンテス

ト（2027 年 2 月 3 日開催決定、協賛企業 30 社規模、賞金総額 35 万円・企

業冠賞副賞付与体制継続）に向けて、データサイエンス推進センターを中心

とした自己点検・評価・改善体制により、産業界・修了生・在学生からの多

面的フィードバックを継続的高度化に統合する。 
 



大学等名 富山大学（工学部）

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム［レベル３（工学部）］

認定レベル 応用基礎レベル（学部等単位）

認定年度 令和4年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 プラスのみ申請用

数理・データサイエンス・AI 教育プログラム［レベル３（工学部）］
[取り組み概要]｜応用基礎レベルプラス申請

① プログラムの目的

数理的・論理的に課題を構造化

データに基づき検証

社会の文脈で説明・実装
輩出する人材像
超スマート社会を
リードする
技術者・研究者

基盤思想：Computational Mathematics
数理を計算可能な形に再構築→理論×計算思考の並行養成

② 身につけられる能力（モデルカリキュラム5領域→出口）

数学基礎
統計・線形
代数・微積

アルゴリズム
データ表現

プログラミング
基礎

AI基礎
機械学習
深層学習

データ
エンジニア
収集・加工

統合

データ・AI
活用

企画・実施
評価

取得目標資格 基本/応用情報・G/E検定・統計検定・AWS認定
・支援士・DBスペシャリスト

成長戦略17分野中3分野へ直結
①AI・半導体 ⑥セキュリティ ⑯情報通信

③ 開講科目の構成（必修7科目13単位＋選択必須・選択／階層型構造）

統合層
通年PBL

創造ものづくり／知能情報 （選択必須・2単位／通年）
24チーム編成｜実務家客員教授＋補助教員2＋TA4｜協賛14→30社｜Step1-4（7月交流会→10-12月リモート技術支援→1月予備審査→2月本大会）

実装層
選択必須

知能情報工学
実験A
2単位

知能情報工学
実験B
2単位

知能情報工学
実験C
2単位

プログラミング
実習A
2単位

プログラミング
実習B
2単位

知能情報工学
研修第1
1単位

知能情報工学
研修第2
1単位

創造工学入門
ゼミナール／知能情報

2単位

知能情報工学特論
(生成AI/ビジネス応用)

AWS Japan提供
2単位

必修コア
7科目13単位 データ

サイエンスⅠ
2単位

データ
サイエンスⅡ

2単位

プログラミング
基礎／知能情報

2単位

アルゴリズムと
データ構造

2単位

人工知能
2単位

情報倫理
2単位

工学倫理／
知能情報
1単位

選択（補完） 線形代数Ⅰ(A)・微分積分Ⅱ・離散数学・機械学習・パターン認識・画像処理工学・デジタル信号処理・マルチメディア工学・論理情報回路・情報ネットワーク （各2単位）

全学共通計算基盤：MATLAB Campus-Wide License（全教員・全学生／個人端末インストール可）→ 統一計算環境で理論×実装を並行養成

④ 修了要件

必修
7科目

13単位
＋

プログラム科目
1科目

1単位以上
＝

計
8科目

14単位以上

【強み】産学共同運営による継続実績と第三者検証

100%
履修率

H30以来8年

14→30社
コンテスト協賛

(特別10・一般20)

R3=4.17
R4=4.24

ルーブリック
産業界水準達成

61社
合同企業説明会

(東証プライム含)



【本発表資料の配信元】富山大学総務部総務課広報・基金室 (TEL)076-445-6028 (FAX)076-445-6063 

 

 

令和８年１月６日 

報 道 機 関  各位 

富山大学 工学部 工学科 知能情報工学コースでは、3 年生を対象とした必修科目「創造

ものづくり/知能情報」を開講しており、IoT・データサイエンス・AI を活用する実践的な

力を身につけるため、PBL（課題解決型学習）形式の実習・グループワークを主体とした講

義を行っています。学生たちは、自ら社会課題を調査・提起し、その解決に向け、IoTや AI

技術を活かしたデジタル・ソリューションアイデアの実装や、事業収益性も考慮したビジネ

スモデルの考案を行ってきました。 

本年度より、本講義の最終発表会を「IoTビジネスコンテスト」と位置づけ、学生たちが

1年間の学習の成果を、教職員ならびに企業参加者へプレゼンテーションします。本コンテ

ストは、知能情報工学コースの学生の取り組みや、学習の成果について、企業や一般の方々

にもご覧いただける内容となります。 

 つきましては、本件についてご紹介及びコンテスト当日の取材をご検討いただければ幸

いです。 

 

 

記 

■日時  令和 8年 1月 21日（水）および 28日（水） 

13時 00分 ～ 16時 15分 （12時より入場開始） 

■場所  富山大学五福キャンパス 黒田講堂 （富山市五福 3190） 

■参加者  知能情報工学コース 3年次学生、教職員、協賛企業各社 

■内容  18チーム（4～6名/チーム）による 15分間のプレゼンテーション。 

IoTやデータサイエンス・AIを活かした社会課題の解決アイディア・ 

ビジネスモデルの提案と実装結果について発表。 

 

 

工学部工学科 知能情報工学コース 

「IoT ビジネスコンテスト」を開催します 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

富山大学 学術研究部工学系 助教 小山卓耶 

TEL:076-445-6882  Email：koyama@eng.u-toyama.ac.jp 




	
	様式１　構成する授業科目

	
	スライド番号 1

	
	様式１　構成する授業科目
	様式２ 履修者等数の実績
	様式３ 教育の質・履修者数を向上させる体制・計画
	様式４　自己点検・評価

	
	様式１　構成する授業科目
	様式２ 履修者等数の実績
	様式３ 教育の質・履修者数を向上させる体制・計画
	様式４　自己点検・評価


